
  

 

 

 

 

 

 

（町花 アジサイ） 

 

新春のお慶びを申し上げます 
皆様におかれましては、輝かしい新春をお迎えのこととお慶び申し上げ

ますとともに、ご家族皆々様のご健康とご多幸を心よりお祈り申し上げ

ます。新しい辰年はどんな年になるのか？ど

んな年に私たちはしなければいけないのか。 

中国では古来、龍は最も聖なる生き物とさ

れ、権力、隆盛、吉祥の象徴として崇められ

てきました。十二支の中では唯一空想上の動

物であり、願いを叶え物事を好転させてくれ

る縁起のよい干支です。 

昔アニメのドラゴンボールを子どもと一

緒に観ていましたが、自分達の未来のために

必死に戦う姿に感動していました。他力本願

では何も願いを叶えることはできません。 

辰年の今年は、地域の将来を担う子ども達

や孫達のために、まず地域の皆さんがこれまで以上に頑張る姿を第二次

清元市政に見せる年にしたいものです。 

★年末年始 休館日のお知らせ 
◎安富公民館        １２月２８日（木）～１月３日（水） 
◎安富図書分館       １２月２８日（木）～１月４日（木） 
◎ネスパルやすとみ    １２月２８日（木）～１月３日（水） 

 

１月の講座のご案内 

＊講座日時等は都合により変更することがありますので、詳細は公民館にお尋ねください。 

 講 座 名 指導者名 日  時 

１ 男の料理教室 石野 愛 4 日 (木) 10：30～12：00 

２ 親子パン作り教室 岩本 貴代美 13 日 (土) 
9：30～12：00 
13：00～15：30 

３ かわいい KIDS 料理教室 石野 愛 7 日 (日) 10：00～12：00 

４ 手話ボランティア教室 尾形 治美 
10日･17日 

24日･31日 
(水) 19：30～21：00 

５ 
誰でもかわいい！美味し
い！お菓子レッスン 

石野 愛 19 日 (金) 10：00～12：00 
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安富公民館だより 
 

■〒671-2401 姫路市安富町安志1151 姫路市立安富公民館 ■電話(0790)66-2932 

■FAX(0790)66-2964 ■E-mail  kyo-yasutomiko@city.himeji.hyogo.jp 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                         
 

 

 

 

 

 

 

   
 
 
◎幼児達に劇団風の子関西の演劇を見せてやりませんか 
・日 時 ２月２１日（水）開場：午前１０時３０分   

開演:１０時４０分～１１時３０分頃まで 

・場 所 ネスパルやすとみ 多目的ホール 

・演 題 『タックンとおりがみおじさん』 

・申込み １月５日より受付（先着１３０名） 

・申込先 わくわく広場やすとみ ℡0790・66・4352 

（火～金曜日・９時～１６時３０分） 

          安富公民館 ℡0790・66・2932 

（火～日曜日・９時～１６時３０分） 

※ご用意している申込用紙を提出されるか、お電話での申込みも可能です。 
 
◎スマートホン体験教室の申込募集！ 
※初心者のみなさん、不慣れなみなさん、チャレンジしませんか！ 

・日 時 ３月１日（金）13：30～15：30   

・場 所 安富公民館の第１・第２学習室 スマートホンが上達したい方は     

 ・定 員 ２０名程度              是非この機会に      

・講 師 携帯電話会社の社員           ご参加ください！  

 ※携帯電話は、携帯電話会社の社員が用意します。 

 

◎姫路市移動児童センター 『なかよしランド 』のご案内 
・場 所：安富公民館 第１・２学習室 

・日 時：１月９日（火）１４：００～１５：１５（時間内の出入可） 

《新たな文化講座を自分たちで開講しませんか！》 

令和６年４月から、自分たちで文化講座を開設し、仲間づくりや生きが
いづくり、また自分たちのスキルを高めたいと考えられているグループを
募集しています。（１月末まで募集） 
１箇月に３回までの公民館使用料は無料となりますので、新講座開設に

ついてご希望等ございましたら、公民館までご相談ください。 
（例）・・・版画教室、絵手紙教室、郷土歴史研究教室、写真・絵画教室、 

園芸教室、文化財研究教室など（10 人以上のグループ） 

１月の安富高齢者教室のご案内 

◎歴史講座（千姫のお話） 
・日 時  １月２４日（水）１３：３０～１５：００ 
・場 所  ネスパルやすとみ 多目的ホール 
・講 師  姫路文学館 甲斐史子 氏  
・演 題  「千姫の生涯」 
      千姫が姫路城で１０年間暮らした様子や、その後江戸城での

生活の様子を、分かりやすくお話してくださいます。 


